
真
心

七
月

学
校
だ
よ
り

令
和
二
年
七
月
一
日
発
行

三
島
市
立
南
中
学
校

校
長

野
口
厚

昭
和
二
十
二
年
開
校

旧
三
島
市
立
第
一
中
学
校

校
訓
：「
自
治
・協
同
・敬
愛
」

あ
い
さ
つ

梅
雨
晴
れ
を
待
ち
わ
び
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
南
中
生
は
二
ヶ
月
を
取
り
戻
す
勢

い
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

六
月
号
で
は
、
「
五
育
」
の
中
の
「
知
育
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

七
月
号
で
は
、
五
育
の
中
の
「
体
育
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
観
ま
し
た
が
、
体
づ
く
り
が
健

康
に
よ
い
と
い
う
意
識
が
日
本
に
定
着
し
た

の
は
、
そ
う
古
い
話
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

経
験
か
ら
、
二
十
歳
ま
で
に
作
っ
た
体
は

一
生
も
の
で
す
。
運
動
に
よ
っ
て
増
え
た
細

胞
の
数
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
真
の
健
康
は
体
の
鍛
錬

で
は
な
く
、
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
知
識
と
技
能

が
必
要
で
す
。

病
気
の
原
因
の
多
く
は
ビ
ー
ル
ス
や
細
菌
、

菌
類
で
す
。
細
菌
や
菌
類
は
細
胞
か
ら
な
る

の
で
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
で
死
滅
し
ま
す
が
、

ビ
ー
ル
ス
は
正
確
に
は
生
物
で
は
な
い
の
で
、

塩
素
系
溶
液
で
遺
伝
子
を
破
壊
し
な
い
と

な
く
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

動
物
細
胞
の
遺
伝
子
と
合
体
し
て
増
幅
す

る
の
で
、
空
気
中
や
手
に
付
着
し
た
だ
け
で

は
感
染
し
ま
せ
ん
し
、
動
物
の
種
類
が
違
え

ば
遺
伝
子
に
入
り
込
め
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
正
し
い
知
識
が
あ
れ
ば
、
ど

う
す
れ
ば
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
を

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
が
私
の
考
え
る
「
体
育
」
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
ス
に
関
し
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
風
潮
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
南
中
生
は

い
か
な
る
状
況
で
も
冷
静
に
行
動
し
、
地
域

の
模
範
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

七
地
区
の
代
表
が
集
ま
っ
て
防
災
教
育
連

絡
会
議
を
開
催
す
る

五
月
二
十
九
日
、
青
木
、
藤
代
町
、
平

田
、
新
谷
、
玉
川
、
モ
ナ
ー
ク
、
ウ
ィ
ス
テ

リ
ア
の
防
災
担
当
が
参
集
し
、
南
中
が
避

難
所
に
な
っ
た
際
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
ま
し
た
。
第
一
避
難
所
に
な
る
体
育
館

を
区
分
け
す
る
と
予
想
外
に
狭
い
の
で
、

第
二
避
難
所
と
し
て
、
東
校
舎
の
廊
下
を

開
放
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
東

日
本
大
震
災
の
教
訓

で
廊
下
な
ら
ば
一
斉

連
絡
が
行
き
届
く
か

ら
で
す
。
本
年
度
の

本
部
長
は
青
木
地
区

が
担
当
し
ま
す
。

全
校
で
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
避

難
訓
練
を
行
う

六
月
五
日
、
全
校
で
避
難
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
生
徒
に
は
地
震
は
二
種
類
あ

る
こ
と
を
教
え
ま
し
た
。
一
つ
は
プ
レ
ー

ト
に
よ
る
地
震
、
も
う
一
つ
は
断
層
に
よ

る
地
震
で
す
。
前
者
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
よ
う
に
あ
る
程
度
の
予
想
が
で
き
ま

す
が
、
後
者
は
関
東
大
震
災
の
よ
う
に
突

然
起
き
ま
す
。
生
徒
に
は
校
舎
は
震
度
６

程
度
で
は
倒
れ
な
い
の
で
、
余
震
が
収

ま
っ
て
か
ら
運
動
場
に
集
ま
る
よ
う
に
指

導
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
が
迎
え
に

来
て
帰
宅
後
、
自
宅

が
危
険
な
と
き
は

公
民
館
へ
、
そ
れ
も

危
険
な
と
き
は
決

め
ら
れ
た
学
校
へ

避
難
す
る
よ
う
に

指
導
し
ま
し
た
。

生
徒
会
選
挙
を
行
う

六
月
一
日
、
生
徒
会
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

三
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
選
挙
で
、
ひ
い

ら
ぎ
祭
の
運
営
が
で
き
る
好
機
で
も
あ
り

ま
す
。
南
中
に
は
伝
統
の
「自
治
」が
あ
り

ま
す
。
自
分
た
ち
で
生
活
を
作
り
上
げ
て

い
く
気
風
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
南
中
だ

け
に
あ
る
マ
ナ
ー
委
員
会
の
存
在
か
ら
も

わ
か
り
ま
す
。
生
徒
会
活
動
は
自
治
を
実

践
で
き
る
絶
好
の
場
で

す
。
生
徒
会
本
部
役
員

が
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
将
来
は
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

家
庭
訪
問
に
替
わ
る
希
望
面
談
を
行
う

六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
希

望
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
過
去
に

行
っ
て
い
た
家
庭
訪
問
に
替
わ
る
も
の
で
、

保
護
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
合
わ

せ
て
、
訪
問
を
面
談
に
し
、
希
望
す
る
方
を

対
象
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
保
護
者
は
家
庭
訪
問
の
た
め
に
仕
事

を
休
む
こ
と
は
な
く
な
り
、
相
談
し
た
い
方

は
多
く
の
時
間
が
と
れ
、
授
業
時
間
も
確

保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

旧
態
依
然
の
体
制
を
改
革
す
る

家
庭
訪
問
を
含
め
、
学
校
に
は
時
代
の
変

化
に
合
わ
せ
ず
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る

事
柄
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
南
中
は
そ
れ

ら
を
改
革
し
、
新
時
代
に
合
っ
た
教
育
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

例
：地
区
別
生
徒
会
を
廃
止
し
ま
す
。
廊

下
は
モ
ッ
プ
で
拭
き
上
げ
ま
す
。
部
活
動
を

強
制
し
ま
せ
ん
。

中
学
生
の
主
張
大
会
の
紙
上
発
表

六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ

た
中
学
生
の
主
張
大
会
は
、
紙
上
発
表
に

な
り
ま
し
た
。

栗
田

空

題
名
「ち
ょ
っ
と
知
っ
て
る
時
間
の
話
」

内
容
：人
間
に
と
っ
て
「無
駄
」な
時
間
な

ど
な
い
。

鈴
木
さ
く
ら

題
名
「隣
る
人
」

内
容
：「隣
に
寄
り
添
う
人
」で
い
る
こ
と

が
誰
か
の
心
を
支
え
る

七
月
の
主
な
行
事

２
日

実
力
テ
ス
ト

三
年
生

４
日

学
校
運
営
審
議
会

保
護
者
・地
域
代
表

６
日

集
金
日

９
日

高
校
来
校

三
年
生

10
日

市
内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動

16
日

高
校
来
校

三
年
生

18
日

中
体
連
市
内
大
会

19
日

中
体
連
市
内
大
会

23
日

中
体
連
市
内
大
会
予
備
日

24
日

中
体
連
市
内
大
会
予
備
日

25
日

中
体
連
市
内
大
会

26
日

中
体
連
市
内
大
会

31
日

定
期
テ
ス
ト

全
学
年

基
本
５
教
科

八
月
の
主
な
行
事

５
日

集
金
日

７
日

定
期
テ
ス
ト

三
年
生

技
能
教
科

８
日
～
19
日

夏
季
休
業

８
月
11
・
12
・
13
・
14
・
17

閉
庁
日

５
日
間

21
日

引
き
渡
し
訓
練

全
保
護
者

25
～
28
・
31
日

面
談

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

は
、
遠
慮
な
く
教
頭
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
番
号

９
７
５

０
９
８
０

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を

閲
覧
し
よ
う


